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Abstract

　　Stratigraphy　and　radioIari㎝fossi1s　from　the　Cretaceous　Shimanto　Group　in　the　Seizui　area，

northeast　of　Uwajima　City　was　studied．The　s仕ata　of　the　area　main1y　consist　of　sandstone　and

mudstone．Radio1arians　were　obtained廿。m　mudstone．

　　In　the　northern　part　of　the　studied　area，　radio1arians　such　as　Ho｝ocη研。ωm至mm一あα励〃，　H

g榊msem∫e　were　found，and　the　geo1ogic　age　of　the　strata　is　inferred　to　be　Cenomanian　age．In　the

southem　part　of　the　area，the　radiolaria］ユfossils　whose　assemb1age　is　characte由ed　by　the　abundant

occurrenbes　ofλm〃φツ〃倣，λ佑。肋eo励吻。m伽α　were　found，and　the　geologic　age　of　the　strata　is

in二fered　to　be　the　Coniacian　age．

Key　w01．ds：Upper　Cretaceous，Shim三mto　Group，radio1aria．

キーワード1上部白亜系，四万十累層群，放散虫．

1．はじめに
宇和島市北東方約15㎞の，広見町清水周辺地域を調

査し，放散虫化石の検出を行った（図1）．本地域は四

万十帯化帯の北縁部に当たり，白亜系が広く分布する．

地域のすぐ北方の三間町御屋敷では秩父帯と四万十帯の

境界をなす仏像構造線が認められ，予備的な調査を行っ

た結果，仏像構造線の南側の地層の年代としては白亜紀
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図1　位　置　図

　　枠内は調査地域（国土地理院発行の20万分の1地勢

　　図「宇和島」を使用）

後期のセノマニアンの年代が放散虫化石により推測され
　　　　　　　1）
た（山崎，200ユ）．三間町御屋敷とその周辺部の調査

と並行して広見町清水周辺の調査を行っていたが，6地

点から放散虫化石を得ることができたので，岩相の概略

と合わせ報告する．

2．地　　　　質

　調査地域に分布するのは主として砂岩と泥岩であり，

一部で含礫泥岩や凝灰岩も観察される．調査地域の北部

には1mを越える厚さをもつ厚い砂岩層を主とする砂

岩の卓越する地層が分布しており，その南側には塊状の

泥岩を主とする泥岩層が広く分布する（図2）．

　砂岩は一般に，新鮮な面では灰白色～灰青色で，中粒

砂を主体とするものが多く観察された．泥岩は黒色～黒

灰色で，砂質泥岩が多いが，一部の層準では細粒の泥岩

が認められた．また泥岩申に石灰質のノジュールが含ま

れることがある．

　調査地域西部の野中では，黒色の泥岩中に砂質泥岩の

大きなブロック（12m×1．7m）が観察され，またその

東方の西中西部では，数。m～10数。mの径をもつ円礫

を多数含む含礫泥岩の厚い層が認められる、これらは海

底地滑りにともなう堆積物と考えられ，斜面崩壊の発生

しやすい堆積環境であった可能性が考えられる．

　本地域では，塊状の泥岩や塊状の砂岩が多く観察さ

れ，地層の走向・傾斜が測定できた場所は限られていた

が，走向はEWないしNW－SEで，北もしくは北東方

向に40～60。傾斜となっている．

3．放散虫化石と年代

　およそ90地点から泥岩およびノジュールを採取し，フ

ッ化水素酸による処理を行った結果，5地点の泥岩（図

2）から種数・個体数の多い放散虫化石群集を得ること

ができた．有孔虫化石も検出されたが，ごくわずかの個

体であった．

図2　岩相分布および化石産出地点

　　　（国土地理院発行の2万5000分の1地形図「近永」を使用）
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　地域北部の広見町畔屋西部（地点！）およびその南方

の地点2の泥岩中から検出された放散虫化石には，

H0王0C榊舌0Cα栃mmあ励”や亙鋼ツ∫㈱m∫eが多く含ま

れ，ル肋mo〃C妙。吻〃m属やX物8属の放散虫なども共

産する．一方，広見岡丁清水下組西方の地点3，4，5か

ら得られた放散虫化石にはλm助物m伽，ルC尻mo6物。－

m伽α属が多く含まれ，C倣物mμom〃α，D物。m伽α，

地物肋mCC〃mm，∫オ肋。m伽α属の放散虫などが共産す

る．

　　　　　　　　　2）　　　　3）
山崎・鶴田（1996．1997）は調査地域の約5㎞

南方の広見町近永南方地域および松野町豊岡北部を調査

し，放散虫化石群集を報告し，大きく2つの群集が認め

られたとしている．ユつは皿伽αm，ハemあ肋妙。m伽α，

〃。’oc倣focα〃mmを主とする群集であり，もう1つは

λm助物〃倣やλ肋mo〃妙。m伽αを主とする群集で

ある．そして前者をセノマニアン，後者をコニアシアン

からサントニアンと考えた．本調査地域の地点1と地点

2から得られた放散虫は，Ho王。c倣foωn伽mの多産と

いう点で山崎・鶴田のセノマニアンの群集と類似する．

∬o’oC倣foCm伽mあ励〃の消滅はセノマニアン末期と
　　　　　　　　　　　4）
されている（竹谷，1995）ことからも，地点ユと2の

放散虫化石群集の示す年代はセノマニアンと考えられ

る．

．地点3，4，5については，λm助物〃伽および

λ舳mo伽妙。m伽αが多産することや共産する放散虫化

石から，山崎・鶴田の，コニアシアン～サントニアンの

群集に類似した群集と考えられる．ただし，x肋∫や

ハe〃。励卿。m伽αも少数であるが含まれており，山崎＝・
　　　　　　2〕
鶴田（1996）で報告した地点14および地点！5の放散虫

により類似していることから，コニアシアンの可能性が

高いと考える．

　地点2の約500m東北東の地点からも少数ながら

〃。2oC砂オ。Cαm伽m属の放散虫化石が見つかっており，

調査地域の北部にはセノマニアンの放散虫化石を産する

地層群が分布していると考えられる．一方，地点4の約

500mおよび800m西方の地点からは，種数，個体数が

少ないが，λm助伽〃倣やλ励mo肋妙。m伽αを主と

する放散虫群集が得られたことより，本地域の南部には

広くコニアシアンの地層群が分布すると考えられる．

　地層の傾斜が北もしくは北東であること，また清水周

辺で東西方向に破砕された泥岩層が2カ所で観察された

ことより，セノマニアンとコニアシアンの地層が図2に

示すような東西方向の断層で接していると推測した．
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図　版　説　明

図版エ

　　スケールは100μm．A：2－5，9，14，！5，23；B：1，

1：HoJoc倣ま。cα加mmろ〃あ〃Dumi出。a．Loc．1．

2：Ho’ocη研。cα〃mmδmあ〃Dumitrica．Loc．1．

3：Ho’oc妙サ。cαm伽mわα沁〃Dumitrica．㎞c．2．

4：Ho王。cηが。cα〃mm　geツs㈱en∫e　Pessagno．Loc．1．

5　：Ho’ocりψfocα〃5mm＝　spl　Loc．2．

6　：X批m∫　sp．Loc．2．

7：λm肋eo〃め。m伽αsp．Loc，2，

8：λm伽eo励吻。m伽αsp．Loc．2．

9：λ〃ゐmo励。妙。m伽αsp．Loc．5，

10：λm肋eo励め。m伽αsp．Loc．5．

ユエ：λm伽eo励吻。m伽αsp．Loc．3．

12：〃。妙。m伽αspl　Loc．5．

13：〃的。m伽αsp．Loc．3．

ユ4：X批m∫　sp．Loc13．

15＝Psemdo64c妙。m4炉α　sp．Loc．3．

16＝ハ”材α　sp．Loc．31

171Cημαm助。焔〃αspl　Loc，4．

18：Cημom助。κε〃αsp．Loc．11

19：λmφ吻ゴφツndακ　sp．Loc15．

20：λm助物〃伽∫foc肋（Campbe11＆C1ark）．Loc．4．

2ユ：8批助。m伽αsp．Loc13．

22：Coπmme〃αcαJ物m｛cαCampbe11＆Clark．Loc．3，

231冊サm肋m㏄〃mm　sp．Loc．3．

6－8，　10－13，　16－20， 22；C12ユ
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